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一
ヵ
月
一
、五
九
六
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本
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一
、五
二
〇
円)

本
号
一
部

一
三
六
円(

本
体

一
三
〇
円)

(

配

送

料

別)

Î
号
外

八
月
十
六
日
付
第
一
七
七
号
三

月
六
日
付
衆
会
第
二
九
号
四
〇

二
ペ
ー
ジ
×
同
日
付
政
府
調
達
第
一
五
六
号
四
〇
ペ
ー
ジ
×
七

ペ
ー
ジ

ペ
ー
ジ
段

行

誤

正

正

誤

九
上

七
一
〇
二
六
林
班
と

小
班
地
内

一
〇
一
六
林
班
る

小
班
か
ら
同
町
字

上
ト
ヨ
イ
基
線
国

有
林
十
勝
森
林
計

画
区
十
勝
西
部
森

林
管
理
署
一
〇
一

六
林
班
ち
小
班
ま

で

平成™›年Ÿ月˜�日 木曜日 第œŸ�œ号官 報
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
五
百
万
円
減
少
し
、
一
千
万

円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
平
成
二
十
四
年
九
月
十
九
日
で
あ
り
、

株
主
総
会
の
決
議
は
、
平
成
二
十
四
年
八
月
八
日
に
終
了

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
二
十
四
年
八
月
十
六
日

北
九
州
市
小
倉
南
区
沼
本
町
一
丁
目
九
番
二
九
号

有
限
会
社
簾
工
務
店

代
表
取
締
役

簾

純
一

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
準
備
金
の
額
を
四
十
六
億
百
七
十
九
万

四
千
五
百
八
十
八
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。
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平
成
二
十
四
年
八
月
十
六
日

東
京
都
港
区
六
本
木
五
丁
目
一
番
三
号

株
式
会
社
ク
レ
ア
ス
ラ
イ
フ

代
表
取
締
役

尾
池

雄
二

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
四
十
九
億
円
、
資
本
準
備
金

の
額
を
四
十
九
億
九
千
万
円
、
そ
の
他
資
本
剰
余
金
の
額

を
九
億
二
千
五
百
万
円
減
少
し
、
そ
れ
ぞ
れ
九
千
万
円
、

〇
円
、
十
二
億
九
千
五
百
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。

株
主
総
会
の
決
議
は
、
平
成
二
十
四
年
八
月
七
日
に
終

了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
七
日

掲
載
頁

一
〇
七
頁
（
号
外
第
一
六
三
号
）

平
成
二
十
四
年
八
月
十
六
日

大
阪
府
大
阪
市
淀
川
区
宮
原
三
丁
目
五
番
三
六
号

ハ
イ
ア
ー
ル
ア
ク
ア
セ
ー
ル
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

杜

鏡
国

基
準
日
設
定
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
平
成
二
十
四
年
八
月
三
十
一
日
を
基
準
日
と

定
め
、
同
日
午
後
五
時
現
在
の
株
主
名
簿
上
の
株
主
を

も
っ
て
、
平
成
二
十
四
年
九
月
中
旬
開
催
予
定
の
臨
時
株

主
総
会
に
お
け
る
議
決
権
を
行
使
で
き
る
株
主
と
定
め
ま

し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
八
月
十
六
日

東
京
都
品
川
区
北
品
川
四
丁
目
七
番
三
五
号

薬
日
本
堂
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長

河
端

敏
博

基
準
日
設
定
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、平
成
二
十
四
年
九
月
三
日
を
基
準
日
と
定
め
、

同
日
最
終
の
株
主
名
簿
上
の
株
主
を
も
っ
て
、
そ
の
所
有

す
る
株
式
一
株
を
一
〇
〇
株
と
す
る
株
式
分
割
に
よ
り
株

式
の
割
当
て
を
受
け
る
株
主
と
定
め
ま
し
た
の
で
公
告
い

た
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
八
月
十
六
日

東
京
都
中
央
区
入
船
三
丁
目
七
番
二
号

シ
ン
デ
ン
・
ハ
イ
テ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

城
下

保

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
平
成
二
十
四
年
八
月
三
十
一
日
付
で
株
券
を

発
行
す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
八
月
十
六
日

東
京
都
墨
田
区
江
東
橋
二
丁
目
一
九
番
七
号

ケ
ー
シ
ー
エ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

風
神

浩
三

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
平
成
二
十
四
年
九
月
三
日
開
催
予
定
の
臨
時

株
主
総
会
に
お
い
て
承
認
を
得
ら
れ
る
こ
と
を
条
件
と
し

て
、
平
成
二
十
四
年
九
月
三
日
付
で
株
券
を
発
行
す
る
旨

の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で

公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
八
月
十
六
日

東
京
都
中
央
区
入
船
三
丁
目
七
番
二
号

シ
ン
デ
ン
・
ハ
イ
テ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

城
下

保

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
平
成
二
十
四
年
八
月
三
十
一
日
付
で
株
券
を

発
行
す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
八
月
十
六
日

東
京
都
練
馬
区
貫
井
一
丁
目
二
六
番
一
号

特
殊
バ
ネ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

山
Ä

健
一

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
平
成
二
十
四
年
八
月
三
十
一
日
付
で
株
券
を

発
行
す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
八
月
十
六
日

東
京
都
昭
島
市
松
原
町
五
丁
目
八
番
一
七
号
亀
田

ビ
ル
一
〇
一

株
式
会
社
光
カ
ン
パ
ニ
ー

代
表
取
締
役

海
老
澤
浩
康

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
平
成
二
十
四
年
八
月
三
十
一
日
付
で
株
券
を

発
行
す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
八
月
十
六
日

名
古
屋
市
西
区
幅
下
一
丁
目
五
番
二
一
号

株
式
会
社
共
和
電
機
商
会

代
表
取
締
役

森
井

敏
彦

株
式
譲
渡
制
限
設
定
に
つ
き
株
券
提
出
公
告

当
社
は
、
定
款
を
変
更
し
て
譲
渡
に
よ
る
株
式
の
取
得

に
つ
き
会
社
の
承
認
を
要
す
る
旨
の
定
め
を
設
け
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
の
で
、当
社
の
株
券
を
所
有
す
る
方
は
、

効
力
発
生
日
で
あ
る
平
成
二
十
四
年
九
月
十
七
日
ま
で
に

当
社
に
ご
提
出
下
さ
い
。

平
成
二
十
四
年
八
月
十
六
日

奈
良
県
桜
井
市
大
字
初
瀬
九
二
〇
番
地

株
式
会
社
鍛
治
水
道
工
業

代
表
取
締
役

鍛
治

元
一

限
定
承
認
公
告

本
籍
北
海
道
札
幌
市
東
区
北
十
八
条
東
一
丁
目
一
二

番
地
、
最
後
の
住
所
東
京
都
東
村
山
市
萩
山
町
二
丁

目
二
番
地
萩
山
団
地
七
e

四
一
二

被
相
続
人

亡

大
川
喜
代
治

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
四
年
三
月
八
日
死
亡
し
、
そ

の
相
続
人
は
平
成
二
十
四
年
八
月
二
日
東
京
家
庭
裁
判
所

立
川
支
部
に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一
切
の
相
続
債

権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月

以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お

申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
八
月
十
六
日

北
海
道
札
幌
市
東
区
北
三
十
八
条
東
一
九
丁
目
一

番
三
号

相
続
財
産
管
理
人

大
川

桂
子

限
定
承
認
公
告

本
籍
横
浜
市
青
葉
区
藤
が
丘
一
丁
目
六
番
地
二
五
、

最
後
の
住
所
横
浜
市
都
筑
区
高
山
一
六
番
三
〇
号
ア

ト
ラ
ン
高
山
一
〇
五
号
室被

相
続
人

亡

田
中

新
二

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
四
年
二
月
二
日
死
亡
し
、
そ

の
相
続
人
は
平
成
二
十
四
年
八
月
七
日
横
浜
家
庭
裁
判
所

に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一
切
の
相
続
債
権
者
及
び

受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請

求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が

な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
八
月
十
六
日

横
浜
市
中
区
日
本
大
通
五
五
番
地
弁
護
士
ビ
ル
八
階

限
定
承
認
者
田
中
雅
人

代
理
人
弁
護
士

猪
俣

貞
夫

訂
正
公
告

平
成
二
十
四
年
八
月
七
日
（
号
外
第
一
七
〇
号
）
掲
載

の
左
記
会
社
に
係
る
第
六
期
決
算
公
告
（
枠
組
）中
、「（

単

位
：
千
円
）

」と
あ
る
は「（

単
位
：
円
）

」の
誤
り
に
つ
き
訂

正
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
八
月
十
六
日

埼
玉
県
本
庄
市
若
泉
一
丁
目
一
一
番
二
七
号

ひ
び
き
の
農
産
株
式
会
社

代
表
取
締
役

金
井

武
司

平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
五
日
北
海
道
開
発
局
告
示
第

百
四
号
（
道
路
に
関
す
る
件
）

（
原
稿
誤
り
）
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